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　はじめに

１　GISの社会的意義と本稿の目的

「地理空間情報活用推進基本法」1）が2007年

に施行されて以来、地理情報システム （以降、

GISと略記） が社会的関心を集めている。2022

年度以降における高等学校学習指導要領の改訂

の際に、地理 （「地理総合」） が必修化されるこ

とになり、そこではGISに重点が置かれること

からも、その社会的重要性がますます高まって

いる。

ところで、GISとは一般に、空間データ2）を

用いた空間分析をするためのツールであるとい

う見方がある一方で、空間分析をするための方

法や方法論を研究する学問であるという見方も

ある3）。GISが地理情報システムとされるか、

地理情報科学とされるのかという違いである。

GISの社会的関心の高まりは、地理情報シス

テムとしての注目によるものと考えられる。先

述の高等学校学習指導要領の改訂でも、必修科

目である「地理総合」に加え、選択科目である

「地理探求」でGISをツールとして利用するこ

とが書き込まれているからである4）。また実際

に、初等中等教育現場においてGISを導入し、

実践する場合、身近な地域を描くためや日本の

特徴を描くためのツールとしてのGISが指導さ

れている5）。ということは、生徒を指導する側

の社会科・地理歴史科教員は、今後、ツールと

してのGISを使えないといけないことにもな

る。こうした点で、GISの操作方法をまとめて

おくことには意義がある。

GISの社会的関心の高まりに加え、その利用

が比較的「容易」であることから、地理学以外

の学問分野でもGISが導入され始めている。し

かも、その操作方法を記述した解説書・解説論

文も地理学を中心に数多く発行されており、独

学でGISの操作方法を学ぶこともできる。本稿

が対象とするQGISに限ってみれば、今木・岡

安編 （2015） や橋本編 （2015） が代表例である。

前者ではQGISの空間分析が幅広く紹介され、

その操作方法が詳細に解説されており、QGIS

操作時の疑問点の多くがこれで解決できる。後

者では防災に焦点をあてつつ、QGISの基本的

操作および空間分析の方法が解説されている。

また、仁平 （2014） ではQGISをもちいた農業

分析の方法が詳細に記述されており、本稿はこ

れらから多くの示唆を得ている。

ただし、こうした解説書・解説論文を手がか

りに独学でGISを学ぶといっても、「かゆい所

に手が届かない」場合も少なからずある。それ

は、GIS利用者＝地図作成者がおこなう分析方

法が多種多様であり、問題意識もそれぞれ異な

るからである。結果として、利用者によって作

成する地図がそれぞれ異なるからでもある。

本稿との関連でいえば、QGISにおいて「図

形表現図を作成した際の凡例はどうやって表示

させればよいのか」や、「階級区分図が表示さ

れない場合にはどうしたらよいのか」という点

が、従来の解説書・解説論文では明確に説明さ

れていない。仁平 （2014） においても指摘され

ているように、「地理情報システムで表示した

少なからずの地図が不完全なこと」からすれ

ば、GIS操作時に発生する「つまづき」の説明

が必要であると考えられる。利用者にとって
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は、こうした小さな「つまづき」が、研究を進

めていく上で、あるいは教育 （教材化） してい

くうえで大きな障壁となり得ると考えられるか

らである。

そこで、本稿ではGISをツールとして利用

し、小地域統計から図形表現図および階級区分

図を作成する方法をまとめるとともに、これら

を作成した際に生じる「つまづき」への対処方

法を記述すること、つまり勘所をおさえること

を目的とする。

なお、本稿においてはGIS操作時の大前提と

なる座標系および投影法については触れない。

それは、先にも取り上げているとおり、この分

野についてはすでに多くの解説書が出版されて

いるからである。また、本稿で扱うデータに

は、すでに座標系および投影法が定義されてい

るからでもある。GIS利用者は、ダウンロード

したデータの座標系および投影法の種類を把握

していればそれでよい。この点で、ダウンロー

ドしたデータを用いれば、GISを容易に利用す

ることが可能となる。

２　対象の選定理由とバージョン

１）選定理由

数あるGISソフト （たとえばArcGIS、MAN-

DARA、地図太郎などがある） のなかでも、本

稿ではQGISを用いる。その最大の理由は、

QGISが無料で利用できることに加え、多種多

様な空間分析が用意されているからにほかなら

ない。また、QGISはWindowsおよびMacや

Linux、Androidといった基本ソフトで動くよう

に設定されている （仁平，2014）。つまり、

QGISは動作環境を選ばないという点において

も優れたフリーソフトだからでもある。

本稿では、Windowsを用いた場合の主題図作

成作業を説明する。Macでの主題図作成の方法

等については仁平 （2014） を参考にされたい。

２）  使用するバージョンとそのダウンロー

ド手順

本稿で使用するQGISのバージョンは、2.4.0

（Chugiak） である。現在、QGISはバージョン

2.18.15 （Las Palmas） まで公開されているが

（2017年11月23日時点）、基本的な操作方法に

はほぼ変更がない。そのため、QGIS利用者は

任意のバージョンをダウンロードすればよい。

QGISでは、そのホームページにおいて、いま

まで配信されてきた全バージョンをダウンロー

ドすることができる。その方法は、下記のとお

りである。サーチエンジンで「QGIS」と検索

し、QGISホームページ上にある「ダウンロー

ドする」 をクリックし、「全てのリリース」 をク

リックする。「QGISの古いバージョンがダウン

ロードできます こちら」をクリックし、任意

のバージョンを選択して、ダウンロードする。

３　主題図作成地域の選定

本稿では、千葉県銚子市における農業の主題

図を作成する。なお、今回は農林業センサスに

採録されている「専兼業別農家数」を用いる。

これを用いて作成した主題図は、銚子市におけ

る農家数分布の一般的傾向であるようにみるこ

とができるものの、これは正確な農家数をあら

わしているものではない。それは「専兼業別農

家数」が販売農家のみの値だからである。

農林業センサスにおいて定義されている「農

家」とは （1990年以降の場合）、経営耕地面積

が10a以上の農業を営む世帯あるいは農産物販

売金額が年15万円以上ある世帯のことをいう。

このうち、経営耕地面積と農産物販売金額の差

異によって「販売農家」と「自給的農家」に分

類される。

「販売農家」は経営耕地面積が30a以上また

は農産物販売金額が年50万円以上の農家を指

し、「自給的農家」とは経営耕地面積が30a未

満かつ農産物販売金額が年50万円未満の農家

を指す。
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ら探す」、「分野から探す」など、いくつかの選

択画面が表示されている。このうち、本稿で用

いる小地域統計は、メイン画面上にある「統計

GIS」をクリックし、必要情報を取捨選択して

いくことでダウンロードすることができる。

「統計GIS」をクリックして移動したページ

はタイトルが「地図で見る統計 （統計GIS） で

あり、①「地図で見る統計 （jSTAT MAP）」お

よび②「統計データダウンロード」、③「境界

データダウンロード」のリンクが貼られてい

る。「e-Stat」における小地域統計のダウンロー

ドは、②と③のリンクからそれぞれおこなうこ

とになる。今回は、先に統計データ （属性デー

タ）をダウンロードしたのち、境界データ （空

間データ） をダウンロードすることにする。

２）  統計データ（属性データ）のダウンロー

ド手順

「統計データダウンロード」をクリックする

と、「地図で見る統計 （統計GIS） データダウン

ロード」が表示され、このなかには国勢調査や

農林業センサスなど 5統計 （2018年 1月11日時

点）が収録されている。

本稿では、農業の主題図を作成するため、

「農林業センサス」をクリックする。その後、

農林業センサスの年次を選択する画面が表示さ

れるため、「2010年」をクリックする。「2010

年」に格納されている統計情報が展開され、

「販売農家」を選択する。「販売農家」を選択す

ると、そこに格納されている約40項目もの統

計情報が展開される。このうち、「専兼業別農

家数 （2012-05-24）」をクリックし、「千葉県」

の右隣にある「CSV」を選択することで任意の

場所に統計データを保存することができる。

３）  境界データ（空間データ）のダウンロー

ド手順

次は空間データのダウンロードである。ここ

で「e-Stat」のメイン画面にいったん戻り、再

したがって、今回、主題図を作成するために

用いる「専兼業別農家数」は、「農家」のうち

「販売農家」のなかに含まれているものであ

り、これに「自給的農家」は含まれていない。

そのため、農家数の正確な主題図を作成するの

であれば、「専兼業別農家数」に「自給的農家

数」の値を加える必要がある。ただし、今回は

主題図作成作業の勘所をおさえることが目的で

あるから、その点の厳密さは求めないこととし

たい。

ところで、「専兼業別農家数」の「専兼業」

とは、「専業農家」および「兼業農家」を指

す。「専業農家」とは世帯員のなかに兼業従事

者が１人もいない農家のことであり、「兼業農

家」とは世帯員のなかに兼業従事者が１人以上

いる農家のことである。「兼業農家」はさら

に、農業所得の差異によって「第Ⅰ種兼業農

家」と「第Ⅱ種兼業農家」に分類される。「第

Ⅰ種兼業農家」とは農業所得が兼業所得よりも

主となる農家のことであり、「第Ⅱ種兼業農家」

とは農業所得が従となる農家のことである。

　主題図作成のための前提作業：

　　ダウンロードと加工とその表示

１　小地域統計のダウンロード方法

１）  「e-Stat」を利用した小地域統計のダ

ウンロード

主題図作成のために必要な空間データおよび

属性データは、「e-Stat（政府の統計窓口）」

（以降、「e-Stat」）でダウンロードすることが

できる。約54万表が登録されている「e-Stat」6）

は、総務省統計局が開発し、2008年 4月より

独立行政法人統計センターによって運用・管

理されている （総務省統計局統計情報企画室，

2014）。

まず、サーチエンジンで「e-Stat」と検索し、

そのメイン画面を表示させる。メイン画面に

は、「データベースから探す」や「ファイルか
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ファイルを保存し、それらを解凍することがで

きたら、QGISでの主題図作成のためのデータ

をすべてダウンロードしたことになる。

なお、空間データ （「A005002091003DDSWC 

12202」 フ ォ ル ダ ） を 展 開 す る と、「agri 

201012202.dbf」、「agri201012202.prj」、「agri 

201012202.shp」、「agri201012202.shx」がある。

シェープファイルは、これら複数のファイルで

構成されており、個別のファイルだけでは使用

することができない。そのため、1つのファイ

ルを別のフォルダに移動させたり、不要だから

といって削除したりすることは厳禁である。今

回の作業では、かならず「A005002091003 

DDSWC12202」フォルダのなかに収めておく。

次節では、QGISを利用していくにあたり、

属性データの加工作業をおこなうことにする。

２　属性データの加工

１）「.csv」形式での保存

ダウンロードした属性データを展開すると、

「tblT000559C12.txt」ファイルが表示される。

QGISでテキストデータを読み込ませることも

可能であるものの、編集作業の利便性を考慮

し、ExcelのCSV形式に保存しておくことにし

たい。

CSV形式とは、カンマ区切り形式で保存さ

れたファイルのことである。テキストファイル

からこの形式にするためには、「tblT000559C12 

.txt」の拡張子を「tblT000559C12.csv」に変え

る必要がある。保存しなおしたCSVファイル

を以下でみていこう。

２）英数字による属性情報の書き換え

まず 1行目には、タイトルが英数字で配列さ

れている。列 （カラム） Aには「KEY_CODE」、

列Bには「PREF_NAME」となっている。2行

目は、列A～Eまでが空白で、列Fからは「計」、

「専業農家」、「兼業農家」といったように日本

語が入力されている。

度「統計GIS」から「地図で見る統計 （統計

GIS）」画面に移動し、そのなかにある「境界

データダウンロード」をクリックする。

移動先の画面に表示された「小地域」をク

リックする。次の画面において、再度「農林業

センサス」を選択するとともに、その後の画面

の指示にしたがって「2010年」、「販売農家」と

選択していく。その次の画面には「データ形式

一覧」が表示される。

現在、「e-Stat」で提供されている小地域統計

の空間データは、「世界測地系・緯度経度座標

系」 （単位は度分秒） のみに限られている （2018

年 1月11日時点）。そのため、今回は「データ

形式一覧」のなかにある「世界測地系緯度経

度・Shape形式」をクリックして「千葉県」を

選択する。その次の画面で市区町村別の空間

データをダウンロードすることができる。今回

は、先述のとおり銚子市を事例に図形表現図お

よび階級区分図を作成するため、ここでは

「12202 銚子市」を選択し、任意の場所にダウ

ンロードする。

なお、リニューアルされた「e-Stat」では、

提供されるデータに不備があるためとして、面

積や距離を計測することができる平面直角座標

系 （単位はメートル） をダウンロードすること

ができない （2018年 1月11日時点）。したがっ

て、面積や距離を測るためには、投影法そのも

のを平面直角座標系に変換する必要がある。た

だし、本稿では農業の主題図を作成することが

目的であるから、その作業はおこなわない。

４）ダウンロードデータの解凍

ダウンロードして保存した属性データおよび

空間データは圧縮されている。それらをQGIS

で表示させるためには、それぞれ解凍する作業

が必要である。今回、空間データ（シェープ

ファイル） の名前は「A005002091003DDSWC 

12202」、属性データの名前が「tblT000559C12」

とつけられている。任意の場所にそれぞれの
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データなし （ - ）の削除である。CSVファイル

のなかにこれらの文字情報が混在していると、

QGISでは誤認識されやすいからである。

Excelのホームタブ上にある「検索と選択」

をクリックし、「置換」を選択する。「 X 」を

すべて削除したい場合は、「検索する文字列」

に「 X 」を手入力し、「置換後の文字列」には

何も入力しないまま、「すべて置換」をクリッ

クする。そうすると、CSVファイル上にある

「 X 」がすべて削除される（なお、今回の例で

は「 X 」が1,312件削除された）。同様の手順

で「 - 」も削除する（「 - 」は2,841件であっ

た）。

４）専業農家率の算出

次に、階級区分図を作成するときのために、

専業農家率をあらかじめ算出しておく。

CSVファイル上で、新たに作成した「Part2」

（列 J） の右隣 （列Kとなる） に、「Full_per」と

タイトルをつける。専業農家率は下記のように

求める。

Full_per＝Full÷all×100

QGISを利用するにあたり、日本語で表示さ

れている文字列は、１バイト文字の英数字に変

更しなおす必要がある。それは、QGISでは 2

バイト文字 （日本語） への対応が遅れており、

これを使っていると思わぬ不都合が生じること

になるからである。したがって、ここでは

「計」を「All」に、「専業農家」を「Full」に、

「兼業農家」を「Part」に、「第Ⅰ種兼業農家」

を「Part1」に、「第Ⅱ種兼業農家」を「Part2」

に名前を変更することにして、これらを１行目

のタイトルにする7）。

なお、ここでは「専業農家_男子生産年齢人

口がいる」 （列H） および「専業農家_女子生産

年齢人口がいる」 （列 I） は使わない。これら

を、列ごと削除する。また、空白および日本語

が記入されている 2行目も行ごと選択し、削除

しておく。以上の作業をおこなうと、1行目に

は任意で付した英語タイトルが、2行目には千

葉県の販売農家数 （列F：54,462 （戸）） のデー

タが表示されるようになる （第 1図）。

３）秘匿・データなしの削除

次いでおこなう作業が、秘匿 （ X ） および

第１図　属性データ （CSVファイル） の中身
注）赤枠内が日本語から英数字に変更したところである。なお、地名に相当するところは、日本語のままでよい。
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の追加」をクリックし、加工したCSVファイ

ルを選択すればよい。新しく表示されたウイン

ドウにおいて、「ファイル形式」を「CSV （コ

ンマで区切られた値）」にチェックを入れてお

く。

「デリミティッドテキストの追加」画面にお

いてファイル名の「参照」ボタンからCSV

ファイルを設定した時点で、反映された統計情

報が文字化けしている場合がある （第 3図）。

この場合、文字コードが誤認識されているだけ

なので （第 3図-a）、なにか特殊な操作をする

必要はない。「デリミティッドテキストの追加」

画面にある「エンコーディング」を「SJIS」に

選択するだけで、文字化けは解消されることに

なる （第 3図-b）。また、「ジオメトリ定義」を

「ジオメトリなし（属性のみのテーブル）」に

設定することも必要である9）。すべての設定を

終了したら、「OK」をクリックし、「デリミ

ティッドテキストの追加」画面を閉じる。

２）フィールド値の確認

それぞれのデータを追加したのち、空間デー

タおよび属性データのフィールド値を確認して

おく （第 4図）。フィールド値を確認しておく

ことが、今後の作業にとって重要になるととも

に、テーブル結合の成功・不成功を決めるから

である。

まず、空間データ （agri201012202） を右ク

リックし、プロパティを開く （空間データをダ

ブルクリックしてもプロパティを開くことがで

きる）。プロパティのなかにある「フィールド」

をクリックすると、空間データにある属性の文

字情報等をみることができる （第 4図-a）。

ここで確認するのが、テーブル結合のために

必要になる「KEY_CODE」の文字情報であ

る。空間データの「KEY_CODE」が「String」

（テキスト）10）として認識されており、同様の

手順で属性データの「KEY_CODE」を確認す

ると、これも同じ「String」 （テキスト） として

専業農家率を求めると、今回の場合は

「＃DIV/0！」が複数表示される。「＃DIV/0！」

とは、数値の無いもの、またゼロで除算した際

に生じるエラー値のことである。こうしたエ

ラー値が表示されるのは、Ⅱ -２-３）において

秘匿 （ X ） およびデータなし （ - ） 情報の削除

をおこなったためである。このエラー値を削除

することも可能であるものの、その作業には手

間がかかる。そのため、今回はエラー値を表示

させたままにしておき、上書き保存をしたの

ち、次の作業に進むこととする8）。なお、ここ

で算出される専業農家率は、あくまでも販売農

家に占める専業農家の割合のことである。

以上の作業により、QGISにおいて属性デー

タを追加する準備が完了したことになる。次節

では、実際にQGISを起動し、空間データ

（シェープファイル） を表示させてみる。

３　空間データと属性データの表示

１）QGISの起動とデータ追加

ここで、ようやくQGISを起動させることに

なる。QGISを起動させたのち、空間データお

よび属性データを追加する作業をおこなう。こ

れらをQGISに追加するもっとも簡便な方法

は、空間データの一部である「agri201012202 

.shp」と属性データの「tblT000559C12.csv」と

を一つひとつQGIS画面にドラックすることで

ある。しかしながら、ここでは教科書にならっ

た追加方法を説明することにする。

QGISにおいて、空間データを追加するため

には、「レイヤ」タブから「ベクタレイヤの追

加」をクリックし、「ソースタイプ」を「ファ

イル」に、「エンコーディング」を「SJIS」に

し、「ソース」の右側にある「ブラウズ」をク

リックしてダウンロードしたシェープファイル

（agri201012202.shpのみ） を選択すると、表示

させることができる （第 2図）。

一方、属性データを追加する場合は、「レイ

ヤ」タブから「デリミティッドテキストレイヤ
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第２図　シェープファイルの表示

注 1） デフォルトでは、表示される空間データは着色されている。この着色を外す場合は、空間データのプロパティを開き（空間
データをダブルクリックする）、「スタイル」をクリックする。その後、「シンプル塗りつぶし」を選択し、「塗りつぶしスタイ

ル」を「ブラシ無し」に設定し、「OK」をクリックすればよい。
　 2） 「レイヤ」が表示されていない場合は、下記の方法で表示させる。「ビュー」タブをクリックし、「パネル」のなかにある
「レイヤ」にチェックを入れる。

　 3） 縮尺と方位記号をQGIS画面上に挿入する場合は、「ビュー」タブをクリックし、「地図装飾 （D）」から、「スケールバー
（S）」と「方位記号 （N）」を選択する。なお、縮尺の場合は「縮尺バーを使用」に、方位記号の場合は「方位を使用」に
チェックをいれないと表示されないため、注意する。

　 4） 地図を移動させているうちに、表示画面から「消えた」ようになってしまった場合は、全域表示ボタン （ ） をクリックす
ると画面中央に地図が呼び戻される。

　 5） 緯度経度座標系であるから、シェープファイルの単位が度分秒で表示されている （その表示は第 2図の右下にある）。な
お、平面直角座標系であれば単位はメートルとなる。

第３図　文字化けした場合の対処法
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性データをドラックしてQGISに追加した場合

は「KEY_CODE」のフィールド値が「String」

として認識されていることが多い。

属性データの「KEY_CODE」が「integer」

（整数値） となっている場合は、フィールド値

を新規作成し、文字情報を読み込みなおす必要

がある （図をつけての詳しい操作方法はⅢ- 

2-2） で記述する）。なお、属性データのフィー

ルド値は編集することはできないため、空間

データの「KEY_CODE」を「integer」 （整数値）

として置き換える。

まず、空間データのプロパティを右クリック

で開く。そのうえで、「レイヤプロパティ

-agri201012202フィールド」を開き、「編集

モード切替」 （ ） をクリックして編集を開始す

る。次に、「フィールド計算機」 （ ） を開く。

「フィールド計算機」では、「新しいフィールド

を作成する」にチェックを入れ、「出力フィー

ルド名」を「keycode1」とし、「出力フィール

ドタイプ」を「整数値 （integer）」、「出力

フィールド幅」を「10」とする。加えて、「関

数リスト」に表示されている「フィールドと

値」のなかにある「KEY_CODE」をダブルク

リックする。ダブルクリックにより、「式」に

認識されている （第 4図-b）。つまり、空間

データも属性データも同じ文字情報となってお

り、この状態であればテーブル結合が上手くい

く。

ところで、以上の作業をおこなった結果、属

性データの「KEY_CODE」のフィールド値が

「String」になっていない場合はテーブル結合

をすることができない。そのため、次項に進

む。第 4図と同様の場合は、次項はスキップし

て構わない。なお、Ⅱ章 4節以降の説明は、

「KEY_CODE」のフィールド値が「String」に

なっていることを想定しているため、次項に進

む場合は以後の作業を適宜読み替えておこなう

こととする。

３）「KEY_CODE」の置換作業

QGISでは、操作方法が異なると文字情報が

うまく認識されない場合がある。前項に関し

ていえば、属性データの「KEY_CODE」が

「String」ではなく、「integer」 （整数値） となっ

ている場合がある。これは前項において、教科

書どおりの方法 （属性データをQGISの「レイ

ヤ」タブから「デリミティッドテキストレイヤ

の追加」） をおこなったことが原因であり、属

第４図　フィールド値の比較
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ところで、「e-Stat」においてダウンロードし

た属性データには、銚子市だけではなく千葉県

全市区町村の農業集落の「専兼業別農家数」が

採録されていた。しかしながら、銚子市の空間

データと属性データとをテーブル結合をした段

階で、銚子市以外の市区町村のデータが削除さ

れることになるため、属性データの追加時に特

別な作業が必要になるわけではない。

次章では、このテーブル結合したデータを用

い、実際に主題図を作成していくことにする。

　主題図の作成方法

１　図形表現図の作成方法

１）ダイアグラムの表示

まず、図形表現図から作成する。空間データ

のプロパティを開き、「ダイアグラムタブ」を

クリックする。「ダイアグラムの表示」に

チェックを入れるとともに、デフォルトで設定

されている「パイチャート」を選択し11）、「固

定サイズ」のチェックを外す （第 6図）。この

チェックを外さないと、比例円のパイチャート

を作成することができないからである。

２）最大値の算出

パイチャートを表示させるためには、まず属

自動的に「“KEY_CODE”」と入力される。

「フィールド計算機」において、ここまでの

入力を完了したら、「OK」をクリックする。そ

のうえで、「編集モード切替」 （ ） を再度ク

リックする。この作業をおこなうと、「編集を

終了　agri201012202レイヤの変更を保存しま

すか？」ウインドウが表示されるので、「保存」

をクリックする。これによって、編集作業を保

存することができるとともに、編集を終了させ

ることができる。フィールドに新しく「key-

code1」が作成され、文字情報が「integer」と

なっていることを確認したら、「OK」をクリッ

クし、プロパティを閉じる。その後、「適用」

および「OK」をクリックして、プロパティを

閉じる。

４　空間データと属性データの結合

テーブル結合（空間データと属性データの結

合）は、主題図を作成するために必要な作業で

ある。テーブル結合とは、「共通するフィール

ド（列）を使ってほかのレイヤの属性テーブル

または外部のデータテーブルを結合する」こと

である （今木・岡安編，2015）。ここでいう「共

通するフィールド」とは、空間データおよび属

性データそれぞれのフィールドにある 「KEY_

CODE」のことである （「keycode1」をⅡ-3-3）

で作成した場合は、これを用いる）。

QGISにおけるテーブル結合の方法は、空間

データのプロパティを開き、「結合」タブをク

リックする。その後、「＋」マークをクリック

すると、「ベクタ結合の追加」画面が表示され

る （第 5図）。

結合するレイヤは、 「tblT000559C12」であり、

結合フィールドは 「KEY_CODE」、ターゲット

フィールドも 「KEY_CODE」 とする （「keycode1」

を作成した場合は、ターゲットフィールドを

「keycode1」とする）。その後、「OK」をクリッ

クし、「適用」をクリックする。以上の作業で、

空間データと属性データとが結合された。

第５図　テーブル結合の画面
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図形が表示されない農業集落が出てしまうから

である。しかも、これは、ただディスプレイに

表示されていないだけ＝主題図出力時にはすべ

ての図形が表示されるようになる、というわけ

ではない。全くの欠損データとなってしまうか

ら、注意が必要である。

こうした問題を考慮し、「ダイヤグラムウイ

ンドウ」では、「大きさ」を設定する必要があ

る。銚子市の場合は、「10」程度で図形同士が

重ならないようになる12）。その後、「小さい図

を拡大する」のチェックを外す （第 6図参照）。

４）追加する順番

次は「ダイヤグラムウインドウ」にある「属

性」を設定する。パイチャートの中身を決める

ためには、「利用可能な属性」から必要情報を

抜き出し、「属性の割り当て」に追加する必要

がある。

まず、「利用可能な属性」にある①「tblT 

000559C12_Part2」をダブルクリックする。こ

れによって、「属性の割り当て」に「tblT 

000559C12_Part2」が自動的に追加される。同

様の手順で、②「tblT000559C12_Part1」、③

「tblT000559C12_Full」を「属性の割り当て」

に追加する （第 6図参照）。つまり、「第Ⅱ種兼

業農家」、「第Ⅰ種兼業農家」、「専業農家」の順

番で追加していく。この順番で追加することに

より、地理学で一般的に用いられている右回り

のパイチャートを作成することができるように

なる。

なお、この作業において、①「tblT000559 

C12_Part2」、 ②「tblT000559C12_Part1」、 ③

「tblT000559C12_Full」が「利用可能な属性」

に表示されていない場合は、「 」（式の編集）

をクリックしたうえで、「フィールドと値」の

プラスマークを展開し、①～③までの属性をそ

れぞれ選択していけばよい。

「ダイヤグラムウインドウ」の「適用」をク

リックしたのち、「OK」をクリックすれば、銚

性の最大値を算出する必要がある。そこで、

「ダイヤグラムウインドウ」にある「大きさ」

タブをクリックする。その後、「属性」には

「tblT000559C12_All」を選択し、「最大値を求

める」をクリックする。

なお、ここで「tblT000559C12_All」が表示

されていない場合は、「 」 （式の編集） をク

リックしたうえで、「フィールドと値」のプラ

スマークを展開し、「tblT000559C12_All」を選

択する。この作業で、右隣の空欄に「63」が表

示される （第 6図参照）。この「63」という数

字は、銚子市における販売農家数がもっとも多

い農業集落の値を意味している。

３）図形 （円） の大きさの設定

QGISでパイチャートを表示させるとき、図

形 （円） の「大きさ」に注意が必要である。図

形同士が重なるような大きさにしてしまうと、

第６図　図形表現図の作成画面

注 1） 「大きさ」タブ内にある「属性」で「tblT000559C12_
All」が選択できない場合は、右隣にある「 」をク

リックし、そのなかから選択する。

　 2） 「最大値を求める」において「63」が出力されない場
合は、テーブル結合が上手くいっていない。その場合

は、Ⅱ-4に戻り、テーブル結合をやり直す。
　 3） 「属性の割り当て」に追加する順番を間違えたら、
「－」マークをクリックする。

　 4） 図形の位置を変更する場合は「大きさ」タブの右隣に
ある「位置」タブをクリックし、「配置」のなかにある

「点の上」を選択する。
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する。その後、「分類」をクリックする。以上

の作業を終了したら、「適用」をクリックし、

「OK」をクリックしてプロパティを閉じる。

ところが、このような手順のように階級区分

図の作成作業を進めることはできない。「カラ

ム」に「tblT000559C12_Full_per」を設定して

も、それが反映されないし、これを無視したま

ま強引に「OK」をクリックしたとしても「レ

ンダラ作成に失敗しました」とのエラーが表示

されてしまう。

こうした問題は、「tblT000559C12_Full_per」

の文字情報が「String」 （テキスト）13）として認

識されているために生じている （第 8図）。こ

のままでは、階級区分図の作成作業を進めるこ

とができない。そのため、ここでは新たに

フィールドを作成し、「tblT000559C12_Full_

per」をテキストではなく、小数点付きの数値

（real） として置き換えてしまう方法をとる。

２）  フィールド値の置換作業（整数値から

小数点付き数値への置き換え）

空間データと属性データとをテーブル結合す

る際に、空間データの「KEY_CODE」（テキス

ト）を「keycode1」（整数値）として置き換え

た （Ⅱ-3-3） 参照）。ここでも同様の手順で

子市における専兼業別農家数の図形表現図を作

成することができる （第 7図）。

ここでは、図形表現図の凡例の作成方法およ

びその体裁を修正する作業については後回し

（第Ⅳ章）にすることとし、次からは階級区分

図の作成に進みたい。

２　階級区分図の作成方法

１）階級区分図作成の手順 （その１）

階級区分図作成のための前提作業として、空

間データのプロパティの「ダイアグラム」にあ

る「ダイアグラムの表示」のチェックを外し、

図形表現図を閉じておく。

結論から先に書けば、階級区分図を作成する

作業で「つまづき」が生じる。しかしながら、

先にその作成方法を説明しておけば、下記のよ

うになる。

まず、空間データのプロパティを開き、その

なかにある「スタイル」をクリックする。その

後、「共通シンボル」になっているタブを選択

し、「段階に分けられた」に設定する。次に

「カラム」を「tblT000559C12_Full_per」にし、

判読しやすさを考慮して分類数を「5」とする

ことにする。また、「色階調」を「Greys」に

し、「モード」を「プリティブレーク」に設定

第７図　図形表現図の作成結果
第８図　フィールド値の確認
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さて、以上の作業で、シェープファイルのな

かに新しく「Full_per1」フィールドが作成さ

れ、「tblT000559C12_Full_per」の文字情報をテ

キストから小数点付き数値として置き換えるこ

と が で き た （ 第10図 ）。 こ の「Full_per1」

フィールドを使い、階級区分図の作成作業を進

めていく。

３）階級区分図の作成手順 （その２）

あらためて、階級区分図を作成していくこと

にしよう。その方法は、Ⅲ-2-1） で記述してい

るから、ここでは要所を説明するだけにとどめ

ておく。

まず、空間データのプロパティを開いて「ス

タイル」をクリックする。その後、「段階に分

けられた」に設定する。次に「カラム」をⅢ- 

2-2）で作成した「Full_per1」にし、分類数を

「5」とする。また、「色階調」 を 「Greys」 にし、

「モード」を「プリティブレーク」に設定する。

その後、「分類」をクリックする。以上の作業

を終了したら、「適用」をクリックし、「OK」

をクリックしてプロパティを閉じる （第11図）。

以上の作業で、銚子市における専業農家率の

階級区分図を作成することができ、QGISに表

フィールド値の置き換え作業をおこなう。

空間データのプロパティを開く。「フィール

ド」を開き、「編集モード切替」をクリック

し、編集を開始する。「フィールド計算機」を

開き、新しいフィールドを作成する際に、「出

力フィールド名」を「Full_per1」とし、「出力

フィールドタイプ」 を 「小数点付き数値 （real）」、

「出力フィールド幅」を「10」、精度を「3」と

する。加えて、「関数リスト」に表示されてい

る「フィールドと値」のなかにある「tblT 

000559C12_Full_per」をダブルクリックし、

「式」に「“tblT000559C12_Full_per”」を入力す

る （第 9図）。ここまでの入力を完了したら、

「OK」をクリックし、編集作業を保存したの

ち、「OK」をクリックして、プロパティを閉じ

る。

なお、この保存作業を終了させると、いまま

で表示されていた主題図がディスプレイ上から

「消えた」ようになる。しかしながら、実際は

「消えた」わけではなく、表示されていないよ

うにみえるだけである。表示されていた主題図

を呼び戻すためには、次項で説明する作業をお

こなえばよい。

第９図　フィールド計算機による新規フィールド

の作成画面

第10図　新規作成フィールドの確認
注）「Full_per1」の「タイプ」が「double」（小数点付き数値

の意味）となっていなければ、やり直す。
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銚子市における専業農家率の平均 （2010年）

が54.5％であることを念頭に置き、次の 5階級

（単位：％）、15ポイント刻みに区分する。

凡例の区分値を修正するためには、空間デー

タのプロパティを開き、「スタイル」画面で手

入力する必要がある。手入力する値は、下記の

とおりである。0.0～15.0、15.1～30.0、30.1～

45.0、45.1～60.0、60.1～85.7である。なお、

「スタイル」画面の「値」を手入力で修正する

作業をおこなうと同時に、「ラベル」の修正も

必要である。凡例を修正したのちの階級区分図

が第13図である。

　主題図の出力と加工

１　PDFとしてエクスポート

本章では、作成した 2つの主題図のうち、図

形表現図をPDFで出力し、そのPDFをもとに

凡例値を手動で作成する方法を記述する。これ

はQGISでは、図形表現図の凡例が自動的に作

成されないからである。この点が、QGISの

「かゆいところに手が届かない」ところである。

示させることができた （第12図）。

４）区分値の加工

階級区分図を作成するときに、「スタイル」

にある「モード」を「プリティブレーク」に設

定した。「プリティブレーク」は、凡例の区分

値を自動的にきりの良い数字で分けてくれる。

しかしながら、ここでは凡例の区分値を任意に

変更する作業をおこなう。

第11図　階級区分図作成のための画面
注）「色階調」を「Greys」に設定したら、その右隣にある
「反転」のチェックを外しておく。

第12図　階級区分図の作成 （未完成）

第13図　階級区分図の作成 （完成版）
注）赤枠内が凡例値を手動で変更した結果である。なお、階

級区分の枠線を白枠に変更した。
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図形表現図が、新規コンポーザ画面に挿入され

ることになる。

ここで注意が必要である。ただ単にドラッグ

しただけでは、A4程度の大きさの中央部に図

形表現図が表示されない。これを改善するため

には、レイアウトから「コンテンツを移動」を

クリックし、マウスホイールで拡大・縮小した

り、図形表現図をコンポーザの中央に移動させ

たりする。この作業で、図形表現図がA4程度

の大きさにならない場合は、画面右側にある

「アイテムプロパティ」の「縮尺」で調整す

る。本稿の場合、「縮尺」は「45000」と入力す

るとA4程度の大きさになった （第15図）。

３）方位記号の挿入

次は方位記号の挿入である。方位記号は、再

び「レイアウト」から「イメージを追加」をク

リックし、コンポーザ画面上の適当な位置でド

ラッグすることで挿入することができる。ただ

し、ドラッグしただけでは、方位記号が挿入さ

れる枠が決められただけとなる。そこで、画面

右側の「アイテムプロパティ」のメインプロパ

ティから、イメージソースの「 」をクリック

１）コンポーザの立ち上げ

QGISで作成した図形表現図は、「コンポー

ザ」（主題図の大きさや位置を決めたり、縮尺

や方位、凡例等を挿入したりする画面）を用い

て加工し、出力することができる。

「コンポーザ」を立ち上げるためには、「プロ

ジェクト （ J）」から「新規プリントコンポーザ

（N）」を選択し、クリックする。次に 「コンポー

ザタイトル」が求められるが、ここでは「空

欄」のまま「OK」をクリックする。新しいウ

インドウに「コンポーザー1」が生成される

（第14図）。なお、「コンポーザー1」で表示さ

れている白紙の大きさは、デフォルトではA4

に設定されている。

２）図形表現図の挿入・コンテンツの移動

まず、QGISで作成した図形表現図を表示さ

せる。新規コンポーザを開いたのち、「レイア

ウト」から「地図を追加」をクリックし、白紙

画面上でA4程度の大きさになるようにドラッ

グする。これにより、QGIS上に表示していた

第14図　PDF作成のためのコンポーザ画面
注）デフォルトでは、赤枠内にある大きさがA4横で設定さ
れている。今回はこのままでも良いが、それ以外の大き

さを設定するときは、「コンポジション」をクリックし、

各種設定をおこなえばよい。

第15図　コンポーザ画面での図形表現図の挿入
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において提供されている方位記号は17種類も

ある （Chugiak版）。それぞれ、名称がつけられ

ているものの、方位記号としては「NorthAr-

row_● .svg」（●は任意 （好み） の番号） を選択

するとよい（第16図）。

４）縮尺の挿入

縮尺は、「レイアウト」から「スケールバー

の追加」をクリックするだけでコンポーザ画面

する。

この作業により、QGISファイルのなかにあ

る画像ファイルを選択できるようになる。方位

記号のイメージ画像にいきつくためには、QGIS 

Chugiak＞＞apps＞＞qgis＞＞svg＞＞arrows

とたどる必要がある。本稿では、このなかで

も、「NorthArrow_02.svg」を選択し、「開く」

をクリックする。これで、コンポーザ画面に方

位記号が挿入されることになる。なお、QGIS

Arrow_01.svg NorthArrow_01.svg 

Arrow_02.svg NorthArrow_02.svg 

Arrow_03.svg NorthArrow_03.svg 

Arrow_04.svg NorthArrow_04.svg 

Arrow_05.svg NorthArrow_05.svg 

Arrow_06.svg NorthArrow_06.svg 

NorthArrow_07.svg 

NorthArrow_08.svg 

NorthArrow_09.svg 

NorthArrow_10.svg 

NorthArrow_11.svg 

1 90000

第16図　QGISにおける方位記号・スケールバーのイメージ （Chugiak版）
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コンポーザ画面の「コンポーザ」から「PDF

としてエクスポート」をクリックし、任意の場

所に保存しておく（今回は、その名前を「銚子

市 .pdf」としておく）。保存が完了したら、こ

の画面は閉じても構わない。

２　凡例値の作成（図形表現図）

１）illustratorの起動

QGISで作成した図形表現図がPDFとして保

存されていることを確認したら、illustratorを

起動させる。先にも記述したように、illustra-

torではPDFを読み込むことが可能であり、読

み込んだ情報をベクターデータとして編集する

ことができる。

２）PDF読み込み

PDFを illustratorに読み込ませるには、「ファ

イル」から「開く」を選択し、先に作成した

PDF（「銚子市 .pdf」）を選択する。なお、PDF

ファイルを illustrator画面にドラッグしても読

み込ませることが可能である。

以上の作業をおこなうと、「illustrator PDF：

警告」が表示され、「この書類には再解釈され

たPDFプロジェクトが含まれています」とい

う警告文が開かれる。この警告文は無視して構

わないため、「OK」をクリックする。これによ

り、PDFを illustratorに読み込ますことができ

た （第17図）。

３）基準値＝定量点の検索

次の作業は、パイチャートの凡例を作成する

ために、円の基準値を選択し、それを基準にし

てパイチャートを作成することになる。

この作業をおこなうにあたり、illustrator上

にある銚子市のベクターデータのクリッピング

マスクおよびグループを解除する。ベクター

データを全部選択したうえで、それを右クリッ

クし、「オブジェクト」タブから「クリッピン

グマスクの解除」を選択する。この作業だけで

に挿入することができる。デフォルトでは、旗

竿記号のスケールバーになっており、0より左

側にも数字が挿入されている。

そこで、コンポーザ画面のスケールバーをク

リックして選択したのち、「アイテムプロパ

ティ」から「スケールバーの種類」を変更す

る。まず「メインプロパティ」のスタイルを

「シングルボックス」から「上向きチック」に

変更する （第16図参照）。その後、「線分列」の

「左 2」を「左 0」にする。その後、「ディスプ

レイ」をクリックし、「線幅」を0.5 mmにす

る。デフォルトのままでは線幅が太すぎるため

である。

５）凡例の挿入はできない

最後に、コンポーザ画面にパイチャートの凡

例（比例円の図形）を挿入したいところである

が、ここでは挿入することができない。ためし

にレイアウトから「凡例の追加」を選択し、コ

ンポーザ画面上でクリックしてみても、表示さ

れるのはシェープファイル名だけである。この

凡例を挿入できないことが、QGISにおける

「かゆいところに手が届かない」ところであ

り、ひと手間かける必要があるところでもあ

る。

そこで、図形表現図の凡例を、本稿では il-

lustratorを用いて作成することにしたい。な

お、本稿では illustratorを用いるが、これ以外

のドロー系ソフトでも代用が可能である。その

方法は仁平 （2014） に詳細に説明されている。

６）PDFで出力

illustratorを用いて図形表現図を加工するた

め、まずはコンポーザ画面に表示されている図

形表現図をPDFに出力しておく。PDFに出力

しておけば、点・線・面で構成されるベクター

データとしてドロー系ソフトで編集・加工する

ことができるからである。PDFへの出力方法

は下記のとおりである。
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４）定量点に比例させた凡例値の算出

凡例の大きさの算出にあたっては、定量点と

凡例とする値をそれぞれ決めておく必要があ

る。銚子市における販売農家数がもっとも多い

農業集落は高神集落であり、63戸である （第18

は、ベクターデータはグループ化されたままで

ある。そのため、再度ベクターデータを選択

し、右クリックをしたうえで「グループ解除」

および「クリッピングマスクを解除」をクリッ

クする。これにより、図形や縮尺、農業集落と

いった一つひとつのベクターデータを個別に編

集できることになる。

ここでQGISにいったん戻る。基準値の選択

にあたり、販売農家数のもっとも多い農業集落

を空間検索しておくことが望ましいからであ

る。ただし、今回は簡略化のため、空間データ

の属性テーブルを開き、属性テーブル上の

「tblT000559C12_All」タブをダブルクリック

し、大きい数から小さい数へと並び替える降順

にしておく。その結果、銚子市において販売農

家数のもっとも多い農業集落は、銚子市東部に

ある高神集落の63戸であることが分かり、こ

れを属性テーブルで選択しておく（高神集落の

列をクリックする）。属性テーブルで空間検索

をおこなうと、QGIS画面上で選択した地域が

反転表示されるようになる（第18図）。

第17図　illustratorへの読み込み

第18図　最大値の検索 （空間検索）
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る）。まず、コピーしたパイチャートを右ク

リックし、これをグループ化しておく。コピー

したパイチャートを基準に、縮小した凡例の円

を描くため、コピーしたパイチャートと同じ大

きさの円を作成しておく。

新しく作成した円を右クリックし、「変形」

から「拡大・縮小」を選択する （第19図）。こ

の際、縦横比を固定しておく必要がある。その

後、計算した凡例の値 （第 1表参照） を入力し、

各凡例の円を作成していく。たとえば、60戸を

示す円とするならば、「97.59001」 （％） と入力

し、40戸ならば「79.68191」 （％） というように、

手入力を繰り返す。これを 4区分、定量点をコ

ピーしながら繰り返す。その結果、第20図の

ような大きさで縮小していく凡例の円を作成す

図参照）。ここでは仁平 （2014） にならい、この

63戸を定量点という。凡例とする値は、60戸、

40戸、20戸、5戸の 4区分とし、定量点に対す

るそれぞれの凡例の大きさを算出していく。な

お、この計算はExcelにておこなう。

4区分の凡例の大きさを求めるための計算式

は下記のとおりである。

凡例の大きさ＝√凡例とする値÷定量点

図形表現図では、図形 （円） の大きさを統計

値に比例させて表現させる （菅野，1987）。ここ

では上の計算式を使い、凡例の円 （凡例とする

値） を統計値 （定量点） に比例させる。教科書

にならえば、統計値に比例した円を描くには、

まず定量点 （円） の面積を求める必要がある。

円の面積はπr 2 （rは円の半径） で求めることが

でき、π （パイ） は定数 （3.14…） であるから、

定量点に対する凡例とする値の平方根を求め、

その平方根に比例した半径 （あるいは直径） で

比例円を描くことになる （菅野，1987）。実際に

上の式では、定量点の円の大きさを1.0とした

ときの、凡例とする値の円の大きさ （数値） を

求めることができる。

なお、Excelで計算するときは、百分率 （相

対値） を求めておいた方がその後の作業時に都

合がよい。そのため、Excelで手計算する場合

は、「（凡例とする値 /定量点） ̂  （1 /2）*100」と

入力することになる。これを踏まえて、60戸の

凡例を作成したいのだとすれば、「（60戸÷63

戸） ̂  （1 /2）×100」となる。Excelで凡例の 4

区分を手計算した結果、定量点に対する凡例の

大きさは、縮小していくことになる （第 1表）。

このように、あらかじめ定量点に対する凡例と

する値の比率を求めておくとよい。

次の作業は、illustrator上でおこなう。ま

ず、定量点である高神集落のパイチャートを選

択し、同じレイヤにコピー＆ペーストする （つ

まり、高神集落のパイチャートが 2つでき

第１表　凡例の値

凡例値 （戸） 比率 （％）

定量点＝63戸 100.00000

60戸  97.59001

40戸  79.68191

20戸  56.34362

 5戸  28.17181

第19図　最大値を基準としたパイチャートの縮小
注）第19図にある 1） は、最大値である高神集落のパイ

チャートをコピーしたものである。この円の大きさが定

量点となり、同じ大きさの円を作成すると 2） となる。
これを基準に第 1表の計算結果をもとに、縮小していく。
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たい場合は、「ファイル」から「データ書き出

し」をクリックし、任意の画像形式 （たとえば

jpegやpng形式）を選択し、保存すればよい。

さて、以上の作業により、銚子市における専

兼業別農家数の主題図を作成することができた

（第21図）。ここまでの作業を終えたら、illus-

tratorの「ファイル」から「名前を付けて保

存」をクリックし、illustratorファイルを保存

しておくと、後ほど編集する際に便利である。

いうまでもなく、QGISファイルも忘れずに保

存しておく。

　おわりに

本稿ではQGISを用いて、図形表現図および

階級区分図を作成した。これら主題図の作成作

業をとおして、おさえるべき勘所は以下のとお

りである。

①図形表現図および階級区分図などの主題図

を作成するための共通点として、空間データと

属性データのフィールド値を確認する作業を忘

れてはならない。これを怠ると空間データと属

性データとを結合することができないことにつ

ながり、結果として主題図の作成そのものがで

きないことにつながる。

②図形表現図を作成した結果、QGISでは凡

例が自動的に表示されない。そのため、QGIS

で作成した図形表現図の凡例は、ドロー系ソフ

トを用い、手作業で作成することが必要にな

る。また、図形（円）同士が重なるような大き

さで図形を設定してしまうと、重なった図形の

どちらかが全く表示されない。そのため、図形

同士が重ならないような大きさに修正し、設定

する必要がある。

③階級区分図を作成した結果、QGISではテ

キストとして認識されているフィールドを分類

することができなかった。こうした問題を解決

するために、空間データに新たなフィールドを

追加し、そこにテキストとして認識されている

ることができる。

販売農家数の凡例に加えて、今回は「専業農

家」および「第Ⅰ種兼業農家」、「第Ⅱ種兼業農

家」をあらわす凡例も同時に作成しておく必要

がある。ここでは、四角形を 3つ用意し、黒色

を専業農家、灰色を第Ⅰ種兼業農家、白色を第

Ⅱ種兼業農家としておく （第20図参照）。

５）線の太さの編集

PDFを illustratorに貼りつけただけでは、図

形表現図を構成する線が太いままであり、見栄

えがよいとはいえない。そのため、銚子市のベ

クターデータをすべて選択し、線の太さを0.5

ポイント程度に設定する14）。また方位記号も新

たに作成し、追加した。

こうした修正に加え、ここでは縮尺の位置を

移動させたり、凡例の位置を移動させたり、文

字のフォントおよび大きさを変更したりし、体

裁を整える。このような微修正を加えることが

できるのがドロー系ソフトの強みである。

６）コピー・貼り付けあるいは出力

illustrator上の全てのデータを選択したの

ち、「Ctrl＋C」15）をおこない、Word上に貼り

つける。Wordに貼りつける際には、「貼り付

け」から「ビットマップ」を選択して貼り付け

る必要がある。「ビットマップ」で貼り付けを

しないと、iillustrator上にあるテキストだけが

Wordに貼りつけられてしまうからである。ま

た、ラスタデータ （画像） として出力しておき

第20図　作成した図形と凡例
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グによるオーバーレイや空間検索、任意のコン

ターを引くことによる地形図の作成等、多種多

様な空間分析が可能であり、しかも無料であ

る。この最大のメリットを利用しない手はな

い。ただし、地図 （図・表） をただ作ればそれ

でよいわけではない。他人に見せる・読ませる

ことを想定し、きれいに作図する必要があるか

らである。これについては別稿に譲ることにし

たい。

ところで、GISによる「見える化」の社会的

貢献はきわめて大きい。また、次の意味でその

社会的責任も大きいものになっている。GISを

用いて「見える化」することは、地理学だけで

はなく、諸分野で用いられ始めている。しか

も、今後はGISを動かすパソコンさえあれば、

「誰もが、なんの戸惑いもなく、いつでも地図

文字列を小数点付き数値として読み込みなおす

作業をおこなった。したがって、QGISを用い

て主題図を作成するときは、フィールド値のタ

イプを確認することが必要になり、場合によっ

てはそのフィールド値のタイプを任意の形式に

修正する作業が必要になる。

これらがQGISの「かゆいところに手が届か

ない」ところであり、「孫の手」を必要とする

点でもある。

しかしながら、このようなデメリットを肯定

的にとらえれば、「思うように地図が作れない」

ことで試行錯誤し、その結果、GISの操作方法

を覚えるきっかけになるといえるだろう。試行

錯誤も地図作成の楽しみの一つであると前向き

にとらえればよい。QGISでは、図形表現図・

階級区分図の作成だけではなく、バッファリン

第21図　銚子市における専兼業別農家数 （2010年）
注）小畑集落（銚子市最東部にある集落）では同じ集落のポリゴンが 2つ設定されており （第18図参照）、それぞれのポリゴンに
同じデータが反映されている。そのため、illustratorに読み込んだ段階で、そのうちの 1つを削除した。

資料：農林業センサスより作成
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訳，2002）では、GISはツールと科学の間にある連

続体のようなものであることが指摘されている。

また岡部 （2006） では、地理情報システムの「シス

テム」自体、学問とはいえないものの、地理学の

教育に地理情報科学の教育は不可欠であることが

指摘されている。本稿ではGISを地理情報システ

ムと訳し、空間分析等の地図表現のためのツール

として利用する。

 4） 文部科学省中央教育審議会 （2016） では、高等学校

地理歴史科における「地理総合」および「地理探

求」において、「調査や地図や統計などの諸資料か

ら、地理に関する情報を、地理情報システムなど

を用いて効果的に収集する・読み取る・まとめる

技能」が書き込まれた。

 5） たとえば日本学術会議 （2014） によれば、「初等中

等教育現場では、……デジタル地図の情報リテラ

シー教育の観点も含めて地理空間情報のさらなる

活用能力を前提にした教育も必要である」として

いる。これが前提としているのは、方法論として

のGISの利用ではなく、ツールとしてのGISの利用

であろう。また、初等中等教育現場でのツールと

してのGISの活用事例については、国土交通省国

土政策局 （2012） がある。初等中等教育においては

GISを学習活動に利用し、対象を「見える化」した

実践例が紹介されている。

 6） 2018年 1月に「e-Stat」ホームページが大幅にリ

ニューアルされた。このリニューアルでは、ホー

ムページのレイアウトが変更されただけではな

く、ダウンロードできるデータも変更になった。

従来のホームページと新しいホームページとで

は、決定的に違う点がある。それは、従来のホー

ムページでは同じ画面上で属性データと空間デー

タとをダウンロードすることが可能だったが、新

しいホームページでは別々のリンクをたどり、そ

れぞれ別の手順でダウンロードするようになった

ことである。また、属性データについては、従来

のホームページでは市区町村単位でダウンロード

することができたものの、新しいホームページで

は都道府県単位でのダウンロードとなった。

 7） いうまでもなく、この名前は便宜的に付けたもの

であるから、利用者によって違う名前を付けて構

わない。ちなみに、農家数や専業農家、兼業農家

を作成することができる」ということになる。

こうした状況においては、地図作成のためのリ

テラシー教育が、より一層必要になる。という

のも、現在では、方位がない、縮尺がない、凡

例がないといった地図表現が氾濫しており、地

図作成のためのリテラシー教育が充分とはいえ

ないからである。今後は、大学をはじめとする

高等教育だけでなく、初等中等教育において

も、まずは地図作成のためのリテラシー教育が

求められる。

謝辞

　本稿の作成にあたり、文学部地理学教室の先生方か

ら多くのご指導をいただきました。記して感謝申し上
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注

 1） 「地理空間情報活用推進基本法」は、1995 （平成 7）

年に発生した阪神・淡路大震災をきっかけに制定

された。この法律が制定された背景には、阪神・

淡路大震災での被災状況の把握や復興計画を策定

するためにGISが利用されたものの、関係する府

省間で独自のGISデータを作成・整備していたた

めに、相互利用ができなかったことがある。「地理

空間情報活用推進基本法」制定を受けて、「基盤地

図情報」 （http://www.gsi.go.jp/kiban/） や「国土数値

情報」 （http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）、本稿で利用する

「e-Stat」 （https://www.e-stat.go.jp/） 等、地理空間情

報が整備された。

 2） 岡部 （2006） によれば、空間データとは「モノの位

置や範囲を示すデータと、それ以外のモノの属性

データが対になったデータ」のことである。

 3） GISが地理情報システムや地理情報科学と訳される

ように、研究者の立場によって解釈がそれぞれ異

なる。たとえば、Wrightほか （1997，小林・池口
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成する線やその他の線を0.5ポイントにする等であ

る。ただし、その場合はQGISの機能 （空間演算

ツールの「融合」） を用い、新たなシェープファイ

ルを作成する必要があり、主題図作成の勘所から

ずれてしまう。こうした技術については、別稿で

まとめることにしたい。

15） illustrator上で作成したデータをWord等に貼り付け

るときは、ショートカットキーを使う必要があ

る。「Ctrl+C」とは、コピーをするためのショート

カットキーである。コピーをしたいものを選択し

たうえで、キーボードのコントロール（Ctrl）とC

を同時に押すことで、選択したもののコピーをと

ることができる。なお、ペーストするときは、

「Ctrl+V」を押す。
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は、下記のように訳されるのが一般的である。農

家数はFarm households、専業農家はFull-time、兼

業農家はPart-time、第Ⅰ種兼業農家がMainly 

farming、第Ⅱ種兼業農家がMainly other jobsであ

る。

 8） このまま次の作業に移行しても、主題図作成に関

して不都合が生じるわけではない。データ数が少

なければ、この「＃DIV/0！」を手作業で削除し、

その空白セルに「999」 （外れ値） を入力しておくの

も一つの手ではある。なお、注 6） にも記したとお

り、従来の「e-Stat」では、属性データは市区町村

単位でのダウンロードであったため、「＃DIV/0！」

が表示されてもそれらを手作業で削除することが

可能であった。しかしながら、「e-Stat」のリ

ニューアルによって都道府県単位のデータをダウ

ンロードするようになったため、手作業で削除す

ることが物理的に難しくなった。

 91） アドレスマッチングしたデータ （＝ポイントデー

タ） をQGISに追加する際は、「ポイント座標」に

チェックをいれる必要がある。

10） QGISではフィールドの値が「string」 （テキスト）

として認識されるほか、「integer」 （整数値）、

「real」（小数点付き数値）、「日付」で認識させるこ

ともできる。主題図作成時にはフィールド値の確

認を怠らず、目的に沿ってそれぞれのフィールド

値を設定する必要がある。

11） 「ダイアグラムタイプ」ではパイチャートのほか

に、比例円のなかに数値が直接書き込まれるテキ

ストダイアグラムや、グラフ表示ができるヒスト

グラムを選択できるが、今回は一般的なパイ

チャートを用いることにする。

12） この「10」という数字は、QGIS上における図形が

重ならないための便宜的な数値であるため、銚子

市における農業集落の販売農家数の平均等を意味

するものではない。

13） 作業内容によっては、「tblT000559C12_Full_per」

の文字情報が「text」となっている場合がある。た

だし、「text」であれば「String」と意味は同じであ

るため、そのまま次の作業に進む。

14） さらにいえば、主題図を構成する線に階層性をも

たせると、見栄えがもっとよくなる。たとえば、

銚子市を構成する線を1.0ポイント、農業集落を構
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